
区
域
の
変
更
に
伴
う

標
識
設
置
場
所
の
状

況
は
。４

月
よ
り
、
放
置
整

理
区
域
を
岡
部
地
区

へ
新
た
に
設
置
を
し
、
深

谷
地
区
に
お
い
て
は
範
囲

を
変
え
て
設
置
し
直
す
も

の
で
、
こ
の
表
示
す
る
看

板
を
区
域
が
分
か
る
場
所

に
設
置
す
る
為
の
費
用
補

正
で
あ
る
。

標
識
を
設
置
す
る
業

者
の
選
定
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

市
の
発
注
要
綱
に
基

づ
き
選
定
を
し
て
い

く
。

寄
居
町
か
ら
の
負
担

金
は
。

平
成
29
年
度
の
負
担

金
は
４
億
３
６
８
万

２
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、

消
防
事
務
の
委
託
に
関
す

る
規
約
で
負
担
金
が
決
ま

っ
て
お
り
、
常
備
消
防
に

対
す
る
経
費
と
な
っ
て
い

る
。

29
年
度
補
正
予
算
を
チ
ェ
ッ
ク

　
放
置
自
転
車
・
自
動
車
の
発
生
防
止
及
び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
改

正
内
容
の
広
報
・
周
知
及
び
自
転
車
放
置
整
理
区
域
の
指
定
等
に
関
す
る
標
識
の
整
備
を

行
う
た
め
の
増
額
補
正
な
ど
合
わ
せ
て
約
４
億
８
５
５
２
万
円
の
補
正
と
な
り
ま
す
。

補
助
の
内
容
は
。

深
谷
市
に
お
い
て
も

相
当
な
被
害
が
出
た

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の

補
正
は
、
県
が
災
害
指
定

を
し
、
県
と
市
で
半
分
ず

つ
持
つ
補
助
金
で
、
現
物

保
証
で
は
な
く
被
害
を
受

け
た
面
積
が
全
体
の
30
％

以
上
あ
る
場
合
、
水
害
に

よ
る
防
除
用
の
消
毒
や
肥

料
の
助
成
を
行
う
も
の
で

あ
る
。災

害
の
申
請
手
続
き

は
。

補
助
金
が
確
定
後
、

各
農
協
か
ら
通
知
が

届
い
た
の
ち
申
請
の
手
続

き
と
な
る
。

QQ A

QA

A 農
業
施
策
推
進
事
業

消
防
費
負
担
金

放
置
自
転
車
・
自
動
車

対
策
事
業

QQ AA

〈 

「
市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

市政のここが聞きたい
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

質 問 項 目 一 覧 （通告順）

○富田　勝
　①深谷市花植木公設地方卸売市場
　　やふかや緑の王国について
　②花園インター拠点整備事業に
　　ついて

○清水　健一
　①学力向上について
　②水道事業について
　③行財政改革について

○田島　信𠮷
　①道路・排水路等の整備について
　②鉄道駅の施設整備について
　③農業集落排水事業について

○五間　くみ子
　①学校行政について
　②公立幼稚園について

○鈴木　三男
　①住宅リフォーム助成について

○⻆田　義徳
　①大規模自然災害発生時の
　　農業政策について
　②投票率の向上について

○佐久間　奈々
   ①議案の調査期間について 
　②学校図書について
　③花園拠点プロジェクトについて

○茂木　一郎
　①市のＰＲについて

○清水　修
　①図書館本館・３分館について

○三田部　恒明
　①教育行政
　②移住定住政策
　③マイナンバー制度

○村川 徳浩（ミルクおやじ）
　①花園ＩＣ拠点整備
　　プロジェクトについて
　②原郷上野台線の立体交差に
　　ついて
　③川本公民館の建設予定地に
　　ついて

○為谷　剛
　①原郷上野台線・単独立体交差
　　化事業について

　
　

花
園
イ
ン
タ
ー
拠
点
整
備
事
業
等
、

税
金
の
使
わ
れ
方
が
選
挙
の
争
点
だ
と
し

て
い
る
チ
ラ
シ
が
毎
戸
投
函
さ
れ
た
が
、

選
挙
の
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
の
大
事

な
事
業
と
し
て
自
信
を
も
っ
て
進
め
る
べ

き
と
思
う
が
、
市
の
決
意
を
聞
き
た
い
。

　
　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
農

業
と
観
光
の
振
興
、
自
主
財
源
の
確
保
、

雇
用
機
会
の
創
出
を
実
現
す
る
た
め
、
深

谷
市
一
丸
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
。

̶

深
谷
市
花
植
木
公
設
市
場
や

　

ふ
か
や
緑
の
王
国
に
つ
い
て̶

　
　

使
用
料
の
減
額
は
で
き
な
い
か
。

　
　

今
後
修
繕
な
ど
の
増
大
が
予
想
さ
れ

る
の
で
現
状
を
維
持
し
て
い
く
。
市
場
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

緑
の
王
国
は
、
花
植
木
市
場
と
の
連

携
を
深
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

各
種
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
市

場
の
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
花

と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

寄
居
パ
ー
キ
ン
グ
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
か
ら
市
内
へ
誘
導
す
る
道
路
の
拡
幅

が
必
要
と
思
う
が
、
緑
の
王
国
を
経
由
し

て
は
。

　
　

地
元
自
治
会
や
関
係
地
権
者
の
理
解

協
力
も
必
要
な
こ
と
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

は
県
道
花
園
本
庄
線
等
が
あ
る
が
、
武
蔵

野
工
区
が
唯
一
未
着
工
で
あ
り
、
国
道
１

４
０
号
荒
川
交
差
点
か
ら
秩
父
鉄
道
ま
で

の
区
間
の
整
備
促
進
活
動
に
合
わ
せ
て
、

早
期
完
成
に
向
け
期
成
同
盟
会
に
よ
る
活

動
を
継
続
し
て
い
く
。

Q
花
園
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

A
目
的
を
実
現
す
る
た
め
鋭
意
努
力
し
て
い
く

ＱＱ ＡＡＱＱ Ａ

Ａ
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富
田
　
勝

と
み
　 

た            
ま
さ
る

請
願
第
16
号

（
継
続
審
査
）

　
「
憲
法
第
九
条
の
改
定
を
行
わ
な
い
よ

う
、
政
府
・
国
会
へ
の
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
」
を
求
め
る
請
願

　

新
日
本
婦
人
の
会
深
谷
支
部
支
部
長

堤　

和
江

 

意
見

　

憲
法
改
正
が
戦
争
に
つ
な
が
る
と
い
う
、

請
願
趣
旨
に
は
違
和
感
を
感
じ
る
。
憲
法

審
査
会
で
の
論
議
は
、
９
条
平
和
主
義
を

否
定
す
る
改
正
で
は
な
い
と
思
う
。

　

中
矢　

寿
子

　

国
会
で
も
論
議
を
さ
れ
る
上
で
、
深
谷

市
議
会
の
意
思
と
し
て
請
願
可
決
を
し
て
、

意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

鈴
木　

三
男

　

憲
法
を
議
論
し
て
い
る
政
党
の
中
で
も
、

議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
深
谷
市
議
会
と

し
て
、
も
う
少
し
継
続
し
て
審
議
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
か

ら
、
継
続
審
査
を
意
見
と
す
る
。

　

田
島　

信
𠮷

請
願
の
審
査
結
果

じ
ん   

ぼ　
　
　

  

よ
し   

お

つ
つ
み        

か
ず   

え

埼
玉
県
都
市
競
艇
組
合
議
会
議
員

吉
田　

幸
太
郎

人
権
擁
護
委
員

小
池　

政
子

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

こ    

い
け          

ま
さ   

こ

人
事
案
件

請
願
第
15
号

（
不
採
択
）

年
金
の
毎
月
支
給
を
求
め
る
意
見
書
を
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

　

全
日
本
年
金
者
組
合
深
谷
支
部
支
部
長

　
　
　
　
　
　

神
保　

喜
郎

 

意
見

　

毎
月
支
給
が
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
ど

こ
ま
で
有
効
な
の
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
等
、
事
務
改
善
が
図

ら
れ
、
社
会
保
障
に
関
し
て
も
、
全
て
の

制
度
が
整
っ
て
い
く
中
で
、
こ
の
２
カ
月

に
１
回
が
１
カ
月
に
１
回
に
な
っ
て
い
く

可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。
今
こ
の
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
は
ま
だ
早
い
の
で
は
な

い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　

中
矢　

寿
子

　

現
在
の
年
金
受
給
者
の
暮
ら
し
の
状
況

か
ら
見
て
、
そ
う
い
う
思
い
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
年
金
者
組
合
の
意
向
を
深
谷

市
議
会
の
意
思
と
し
て
、
年
金
受
給
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
こ
の
意
見
書
を
上
げ
る

べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　

鈴
木　

三
男

ふかや緑の王国


